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研究成果の概要 

2024年度は主に下記の 3項目について研究を実施した。 

 

(1) 体内受精のライブイメージング 

2022 年度に作製したトランスジェニック (TG) マウスでは鞭毛を蛍光標識することができなかった

が、マンチェットと呼ばれる精子形成に重要な微小管構造を蛍光標識することができた。この TGマウ

スを用いて、マンチェットの形態異常を示すノックアウトマウス (KO) を解析した (Wang et al., in 

revision)。また、2023年度に別の TGマウスを作製し、鞭毛を蛍光標識することができた。この TGマ

ウスを用いて雌性生殖路内の精子を観察した。 

 

(2) 精子頭部の形態異常を示す KOマウスの解析 

Tex38を欠損するマウスを作製したところ、精子頭部が形態異常を示し、雄マウスは不妊になった。コ

ントロールである野生型に比べて、精子運動性も低下していた。雌の生殖路を移行する Tex38 KO精子

を観察したところ、精子は子宮卵管結合部を通過しなかった (Kaneda et al., PNAS)。不妊の主な原

因は子宮卵管結合部の通過不全であると考えられる。 

 

(3) 雌の生殖路に分泌される分子の機能解析 

雌の生殖路に分泌されると考えられる 3つのタンパク質について、2023年度に KOマウスを作製した。

作製した KO マウスの表現型を解析したところ、1 遺伝子については胎生致死を示した。そこで、遺伝

子の欠損領域を短くした KO マウスを再作製した。また、雌の生殖路に分泌されると考えられる別のタ

ンパク質 1つについても KOマウスを作製した。 
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